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【アマダイ】

伊予灘

瀬戸内海

宇和海

八幡浜市

八
幡
浜
の
市
街
地
の
は
ず
れ
に
岬
が
あ
る
。

北
に
は
四
国
最
西
端
へ
と
伸
び
る
三
崎
半
島

正
面
に
は
天
気
が
良
い
と
九
州
が
見
え

南
に
は
豊
か
な
海〝
宇
和
海
〟が
広
が
る
。

岬
の
先
端
に
あ
る
断
崖
の
上
に
は

海
の
恵
み
に
感
謝
す
る
白
い
魚
霊
塔
が
立
つ
。

四
国
有
数
の
水
揚
量
を
誇
る
八
幡
浜
の
魚
市
場
に
は

豊
か
な
海〝
宇
和
海
〟で
獲
れ
る

２
０
０
種
以
上
の
多
様
な
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

魚
市
場
の
プ
ロ
達
が
数
あ
る
魚
の
中
で

最
も
上
品
な
味
と
太
鼓
判
を
押
す
魚
は
ア
マ
ダ
イ
。

な
か
で
も
最
上
級
と
さ
れ
る
八
幡
浜
自
慢
の

高
級
魚
の「
シ
ロ
ア
マ
ダ
イ（
白
甘
鯛
）」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

アマダイ類は全国的に漁獲量が少なく、近年の漁獲量は
1,100 ～ 1,200トン台で推移し、市場ではアカアマダイ、
シロアマダイ、キアマダイの３種が流通しています。アカア
マダイが９割を占め、一般的に“アマダイ”といえば「アカア
マダイ」とされています。
愛媛県におけるアマダイ類の漁獲は、圧倒的に宇和海が多く、
令和元年には県全体で前年の約1.5倍の23トンに増えてお
り、今後の動向が注目されます。
宇和海北部にある八幡浜漁業協同組合における近年のアマダ
イの取扱量は、アカアマダイは3 ～ 7トンとほぼ横ばいで推
移しているのに対し、シロアマダイは平成30年以降増加して
おり、令和２年、３年には20トンを上回っていて、宇和海で
は全国の漁獲状況とは異なり、シロアマダイが多く漁獲され
ています。
全国的に希少な高級魚のシロアマダイの漁獲を維持するため
に、宇和海の延縄漁業者を中心に禁漁期間を設けるなどの資
源管理に取り組んでいます。

シロアマダイは希少な超高級魚

※一嘗三嘆…�正岡子規オリジナルの造語で�
「一口食べると何度も感動するほど美味しい」という意味。

八幡浜市諏訪崎

シロアマダイ［スズキ目・アマダイ科・アマダイ属］
Branchiostegus albus

全国及び愛媛県におけるアマダイ類の漁獲量の推移
（単位 : トン）

区　分 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年
全　国 1,132 1,226 1,177 1,140 1,214

愛　媛　県    12    12    13    15    23
宇 和 海    10    10    11    13    19
瀬戸内海     1     2     2     2     4

農林水産省：海面漁業生産統計より作成
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八幡浜漁協におけるアマダイの取扱量の推移
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資料提供：愛媛県水産研究センター
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いっしょうさんたん

　
ア
マ
ダ
イ
の
顔
は
英
名
の
「horsehead

」
や
中
国
名
の

「
馬
頭
魚
」
の
と
お
り
、
馬
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
は
顔
も
名
前
も
そ
の
ま
ま
馬
面
で

す
し
、
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
な
か
ま
の
ク
ロ
ウ
ミ
ウ
マ
な
ど

も
馬
に
似
た
顔
か
た
ち
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
魚
た
ち
の
顔
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
馬
だ
け

で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
動
物
に
似
た
魚
が
い
て
、全
国
各
地
の

水
族
館
で
は
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
新
年
の
干
支
に
ち

な
ん
だ
魚
を
特
別
展
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
た
と
え
ば
ネ
ズ
ミ
ゴ
チ
や
ネ
ズ
ミ
フ
グ
は
、顔
が
ネ
ズ
ミ

（
子
）に
似
て
い
て
名
前
に
も
ネ
ズ
ミ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
ゴ
ウ
フ
グ
と
い
う
ハ
コ
フ
グ
の
一
種
は
、
和
名
に

は
ウ
シ
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
英
名
で
は
「Cow

 fish

」
と

呼
ば
れ
、
眼
の
上
に
は
角
の
よ
う
な
突
起
が
突
き
出
て
い

て
、そ
の
頭
部
は
ウ
シ
（
丑
）
に
そ
っ
く
り
で
す
。
今
年
の

干
支
ト
ラ
（
寅
）に
似
た
魚
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
ト
ラ
ギ
ス

で
、
名
前
の
と
お
り
頭
や
体
に
ト
ラ
の
よ
う
な
縞
模
様
が

あ
り
ま
す
。
続
い
て
来
年
の
干
支

ウ
サ
ギ
（
卯
）
に
は
、
大
き
な
赤

い
目
が
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
か
わ
い

い
マ
ン
ジ
ュ
ウ
イ
シ
モ
チ
が
似
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
以
外

の
辰
や
巳
な
ど
の
干
支
そ
れ
ぞ

れ
に
似
た
魚
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
の
で
、
水
族
館
や
図
鑑
な
ど
で

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鰭（ひれ）
背鰭は1基で12棘15 ～ 16軟条、臀鰭は2棘12軟条です。
尾鰭は二重に湾曲し多数の淡黄色の横縞があります。

頭部
頭は大きく、額は角ばっていて吻端に向かって急激に下降し独特の
顔つきになっています。アカアマダイでは眼下に三角形の銀白色斑
がありますが、シロアマダイにはありません。

体表
体は側偏し、頭部が大きく、
尾部へ向かうにつれて細く伸
びます。体色は淡紅色で、体
の全面に大きな櫛鱗が発達し
ています。

写真 1：アカアマダイ

スズキ目
アマダイ科
アマダイ属

白
甘
鯛

[Branchiostegus albus]

ア
マ
ダ
イ
と
人
の
歴
史

馬
面
の
魚

シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
（
白
甘
鯛
）
は
、

ス
ズ
キ
目
ア
マ
ダ
イ
科
ア
マ
ダ
イ

属
の
海
産
魚
で
、
学
名
は

Branchiostegus albus 

で
す
。
代
表
的

な
英
名
は W

hite horsehead 

で
、

horsehead 

と
い
う
名
前
は
頭
の
形
が
馬
に

似
て
い
る
た
め
で
、
中
国
で
も
ア
マ
ダ
イ
を

「
馬
頭
魚
」
と
呼
び
ま
す
。
和
名
の
ア
マ
ダ
イ

は
食
べ
た
と
き
の
ほ
の
か
な
甘
み
が
由
来
で
、

シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
は
ア
マ
ダ
イ
類
の
中
で
体
色

が
最
も
白
っ
ぽ
い
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

日
本
近
海
に
は
シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
を
は
じ

め
、
ア
カ
ア
マ
ダ
イ
、
キ
ア
マ
ダ
イ
な

ど
５
種
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
シ
ロ

ア
マ
ダ
イ
は
若
狭
湾
以
南
の
日
本

海
、
鹿
島
灘
以
南
の
太
平
洋
、
豊

後
水
道
、
瀬
戸
内
海
、
朝
鮮
半

島
南
部
、
東
シ
ナ
海
、
台
湾

に
分
布
し
、
ア
マ
ダ
イ
類
の
な

か
で
最
も
浅
い
水
深
約
30
～

１
０
０
ｍ
の
泥
底
や
砂
泥
底
に

生
息
し
て
い
ま
す
。
シ
ロ
ア
マ

ダ
イ
は
ア
マ
ダ
イ
類
の
な
か
で

最
も
大
型
で
、

成
魚
は
全
長

60
㎝
に
達
し

ま
す
。
雌
は

全
長
20
㎝
前

後
、
雄
は
全
長

30
㎝
前
後
に
な

る
と
成
熟
し
て
産
卵

行
動
に
参
加
し
ま
す
。

日
本
近
海
の
産
卵
期
は
12
～

５
月
で
、
盛
期
は
４
～
５
月
で
す
。

他
の
ア
マ
ダ
イ
類
同
様
海
底
に
巣
穴

を
作
っ
て
棲
み
、
そ
の
周
辺
で
甲
殻

類
や
多
毛
類
の
ほ
か
底
生
魚
類
を
捕

食
し
ま
す
。
雌
雄
と
も
２
歳
で
全
長

約
20
㎝
に
成
長
し
ま
す
が
、
５
歳
で

は
雄
は
約
40
㎝
で
雌
は
約
35
㎝
と
、

雄
の
方
が
雌
よ
り
成
長
が
早
く
大
型

に
な
り
ま
す
。
雄
の
方
が
大
き
く
な

る
の
は
、
他
の
ア
マ
ダ
イ
類
も
同
様

で
す
。

　
日
本
書
紀
に
は
神
功
皇
后
（
１
６
９
？
～
２
６
９
？

年
）
が
「
渟
田
門
（
ぬ
た
の
と
）:

若
狭
湾
と
い
う
説
が

有
力
」
と
い
う
場
所
で
食
事
を
し
た
際
、
船
上
か
ら
海

に
酒
を
注
ぐ
と
鯛
が
赤
く
酔
っ
て
浮
か
び
上
が
っ
た
と

い
う
逸
話
が
出
て
き
ま
す
。
若
狭
湾
の
赤
い
鯛
と
は
ア

カ
ア
マ
ダ
イ
を
指
し
、
現
在
も
京
料
理
の
高
級
食
材
「
若

狭
ぐ
じ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
中
部
地
方
で
は
、
ア
マ
ダ
イ
の
一
夜
干
し
を

「
興
津
鯛
（
お
き
つ
だ
い
）」
と
呼
び
名
産
に
な
っ
て
い
ま

す
。
徳
川
家
康
が
こ
れ
を
食
べ
て
た
い
へ
ん
気
に
入
り
、

こ
の
ア
マ
ダ
イ
を
献
上
し
た
奥
女
中
「
興
津
の
局
」
の

名
を
取
っ
て
「
興
津
鯛
」
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
中
期
の
料
理
本
「
黒
白
精
味
集
」

（
１
７
４
６
年
）
で
も
、タ
イ
や
ス
ズ
キ
と
と
も
に
「
上
魚
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
昔
か
ら
高
級
魚
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
現
在
、
ア
マ
ダ
イ
類
の
う
ち
シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
、
ア
カ
ア

マ
ダ
イ
、
キ
ア
マ
ダ
イ
が
食
用
と
し
て
延
縄
や
釣
り
、
底

曳
網
で
漁
獲
さ
れ
、
上
品
な
甘
み
と
淡
白
な
白
身
に
よ

り
、
料
亭
な
ど
で
塩
焼
き
・
西
京
焼
き
の
ほ
か
鍋
物
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
ア
マ
ダ
イ
類
の
な
か
で
も

シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
が
最
も
美
味
な
う
え
に
漁
獲
量
も
少
な
い

た
め
、
キ
ロ
単
価
が
1
万
円
を
超
え
る
ほ
ど
の
超
高
級
魚

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
愛
媛
県
の
宇
和
海
は
こ
の
シ
ロ
ア

マ
ダ
イ
の
重
要
な
漁
場
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。写真 3 写真 2

写真 2：クロウミウマ【愛媛県栽培資源研究所提供】 
写真 3：コンゴウフグ【出典：美ら海水族館ホームページ】
https://churaumi.okinawa/fishbook/00000166/
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いっしょうさんたん

ダ
イ
の
取
り
引
き
は
年
間
２
４
９
日
あ
り
、

最
高
取
引
価
格
（
１
㎏
当
た
り
）
が
１
万
円

を
超
え
た
日
は
１
７
６
日
で
、
10
―
12
月
期

は
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
、
66
日
の
う
ち

１
万
円
以
上
の
日
は
54
日
も
あ
り
、
２
万
円

台
は
18
日
、
３
万
円
以
上
は
20
日
で
、
驚
く

よ
う
な
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
浜
に
水
揚
げ
さ
れ
る
シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
は

〝
お
さ
か
な
界
の
ビ
ッ
グ
ボ
ス
〟
と
呼
ぶ
の
に

ふ
さ
わ
し
い
魚
で
す
。

海
底
の
穴
に
棲
む
魚
と
し
て
、
ハ
ゼ
の
仲

間
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
マ
ダ
イ
は
大

き
な
魚
と
し
て
は
珍
し
く
穴
で
暮
ら
す
魚
で

す
。
ハ
ゼ
は
エ
ビ
が
掘
っ
た
穴
で
「
間
借
り
」

で
す
が
、
ア
マ
ダ
イ
は
自
身
が
掘
っ
た
「
マ

イ
ホ
ー
ム
」
で
す
。

愛
媛
県
八
幡
浜
市
の
魚
市
場
に
は
ア
マ
ダ

イ
の
中
で
も
最
上
級
の
シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
が
多

く
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。
シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
は
ア

カ
ア
マ
ダ
イ
に
比
べ
て
、
身
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
こ
と
か
ら
刺
身
に
も
向
い
て
お
り
、

全
体
の
４
割
程
度
が
関
西
に
出
荷
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
京
料
理
に
は
ハ
モ
と
と

も
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
魚
と
さ
れ
、

特
に
大
き
な
サ
イ
ズ
が
好
ま
れ
高
値
で
取
り

引
き
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

令
和
３
年
の
八
幡
浜
漁
協
で
の
シ
ロ
ア
マ

カ
」）
で
、
キ
ア
マ
ダ
イ
の
順
と
さ
れ
ま
す
。

大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
の
統
計
で
は
、「
ア

カ
」、「
シ
ロ
」、「
ア
カ
・
シ
ロ
以
外
」
の
３

品
名
に
区
分
さ
れ
、「
ア
カ
」
と
「
シ
ロ
」
は

輸
入
品
も
扱
っ
て
い
ま
す
。
取
扱
量
は「
ア
カ
」

が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
「
ア
カ
・
シ
ロ

以
外
」
で
、「
シ
ロ
」
の
取
扱
い
は
非
常
に
少

な
く
、
近
年
の
国
内
産
の
「
ア
カ
」
の
平
均

取
扱
量
が
約
71
ト
ン
に
対
し
て
、「
シ
ロ
」
は

わ
ず
か
2
・
3
ト
ン
で
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

「
ア
カ
」
の
産
地
は
日

本
海
西
部
と
東
シ
ナ
海

で
90
％
以
上
を
占
め
て

お
り
、
一
方
、「
シ
ロ
」

の
産
地
は
、
四
国
以
南

の
太
平
洋
沿
岸
が
90
％

以
上
を
占
め
、「
ア
カ
」

と
「
シ
ロ
」
の
産
地
が

は
っ
き
り
と
分
か
れ
て

い
ま
す
。

愛
媛
県
産
の「
シ
ロ
」

の
取
扱
量
が
ほ
ぼ
半

分
を
占
め
、
取
引
価
格

は
「
ア
カ
」
の
２
倍
の

５
，０
０
０
円
を
超
え

て
お
り
、
大
阪
の
魚
市

場
に
お
い
て
異
彩
を

放
っ
て
い
ま
す
。

食
品
の
成
分
表
に
よ
る
と
ア
カ
ア
マ
ダ
イ

は
天
然
の
タ
イ
や
マ
グ
ロ
な
ど
の
刺
身
食
材

に
比
べ
て
水
分
が
多
く
、
料
理
本
で
は
身
は

水
っ
ぽ
く
脂
肪
が
少
な
く
身
質
が
柔
ら
か
い

た
め
刺
身
に
は
向
か
ず
、
干
物
、
西
京
漬
け

や
昆
布
〆
な
ど
に
す
る
と
あ
り
、
水
分
を
減

ら
し
た
調
理
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
分
の
多
い
ア
マ
ダ
イ
の
生
物
特
性
を
生

か
し
た
京
料
理
の
代
表
に
「
若
狭
焼
き
」
と

「
松
笠
揚
げ
」
が
あ
り
、
昔
か
ら
京
都
で
は

若
狭
（
福
井
県
）
で
水
揚
げ
さ
れ
、
ひ
と
塩

を
し
た
「
若
狭
ぐ
じ
」
が
珍
重
さ
れ
て
き
ま

し
た
。「
若
狭
焼
き
」
は
「
若
狭
ぐ
じ
」
に

酒
を
振
り
か
け
な
が
ら
じ
っ
く
り
焼
き
あ
げ

た
も
の
で
、
京
都
で
は
最
高
の
食
べ
方
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、「
松
笠
揚
げ
」
は
鱗

が
薄
い
ア
マ
ダ
イ
を
鱗
付
き
の
ま
ま
揚
げ
る

と
松
ぼ
っ
く
り
の
よ
う
に
鱗
が
開
く
こ
と
か

ら
名
が
付
き
、
サ
ク
サ
ク
と
し
た
鱗
の
食
感

と
身
の
甘
み
を
い
た
だ
く
料
理
で
す
。

ま
た
、
昆
布
〆
は
、
昆
布
で
〆
る
こ
と
で
、

身
か
ら
水
分
が
抜
け
て
、
ア
マ
ダ
イ
本
来
の

旨
み
を
よ
り
一
層
引
き
出
し
、
刺
身
よ
り
も

数
倍
美
味
し
く
な
る
料
理
法
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

ア
マ
ダ
イ
は
、
３
㎝
程
に
な
る
と
砂
泥
地

の
海
底
に
穴
を
掘
り
底
棲
生
活
に
入
る
と
さ

れ
、
穴
と
い
っ
て
も
窪
地
の
よ
う
な
穴
で
は

な
く
、
奥
深
い
巣
穴
で
す
。
ア
マ
ダ
イ
が
自

然
の
海
で
巣
穴
を
掘
る
様
子
は
観
察
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
水
槽
で
の
飼
育
試
験
で
は
小

石
や
貝
殻
混
じ
り
の
泥
を
口
に
含
み
、
吐
き

出
す
行
動
が
観
察
さ
れ
て
お
り
、
海
中
で
巣

穴
を
掘
る
時
も
同
じ
行
動
を
取
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ア
マ
ダ
イ
は
巣
穴
生
活
に
入
る
と
、
中
層

へ
の
浮
上
や
回
遊
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
巣

穴
を
出
て
泳
ぎ
回
る
と
し
て
も
２
ｍ
程
の
狭

い
範
囲
と
さ
れ
、
巣
穴
周
辺
に
棲
む
エ
ビ
・

カ
ニ
類
や
ゴ
カ
イ
類
な
ど
を
餌
と
し
極
め
て

狭
い
海
底
を
生
活
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
「
ア
マ
ダ
イ
・
巣
穴
・
映
像
」

で
検
索
す
れ
ば
、
珍
し
い
海
底
で
の
巣
穴
生

活
の
映
像
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
巣
穴

が
想
像
以
上
に
大
き
い
こ
と
に
驚
か
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

市
場
流
通
す
る
ア
マ
ダ
イ
は
３
種
で
、
味

の
良
さ
は
シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
（
以
下
「
シ
ロ
」）

が
最
上
と
さ
れ
、
ア
カ
ア
マ
ダ
イ
（
以
下
「
ア

巣
穴
生
活
の
大
海
知
ら
ず

ア
マ
ダ
イ
な
ら
で
は
の
料
理

シ
ロ
ア
マ
ダ
イ
は

　
八
幡
浜
の〝
ビ
ッ
グ
ボ
ス
〟

大
阪
の
魚
市
場
の

　
〝
ア
カ
と
シ
ロ
〟の
ア
マ
ダ
イ

豊島タチウオの漁場
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八幡浜漁協におけるシロアマダイの高値取引価格の取引日数
単位：日

区　分 魚 市 場
開場日数

シロアマダイ
取 引 日 数

キロ単価1万円以上の日数

計 1万円台 2万円台 3万円以上

1 - 3月 68 51 33 21 11 1

4 - 6月 70 63 39 33 6 －

7 - 9月 71 69 50 28 21 1

10 - 12月 73 66 54 16 18 20

計 282 249 176 98 56 22

八幡浜漁協HPに掲載の市況ブログ /水揚げされた魚の相場より作成

アカアマダイと巣穴

海底の巣穴にひそむようす

【出典：おさかな瓦版No.46 ｢アカアマダイ｣　
（独）水産総合研究センター（現（国研）水
産研究･教育機構）】

天然魚における可食部の水分と脂質
　（％）

魚　種　等 水分 脂質
アカアマダイ 76.5  3.6
マ ダ イ 72.2  5.8
ブ リ 59.6 17.8

クロマグロ（赤身） 70.4  1.4
クロマグロ（脂身） 51.4 27.5

日本食品標準成分表 2020 年版（八訂）より作成

大阪市中央卸売市場におけるアマダイ類の年間取扱量と取引価格
（単位 : 取扱量 /kg）

品目 区　　分 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 平　均

ア
カ
ア
マ
ダ
イ

国　内　産　計 72,649 73,611 70,343 74,467 63,275 70,869
2,296円 2,322円 2,274円 2,271円 2,226円 2,278円

日本海西部 27,276 21,958 30,121 38,224 33,143 30,144
東 シ ナ 海 42,231 47,159 37,547 33,017 24,442 36,879
太平洋南部 3,142 4,494 2,675 3,226 5,690 3,845

　輸　　　入 22,057 422 374 598 163 4,723

シ
ロ
ア
マ
ダ
イ

国　内　産　計 1,484 1,508 1,891 3,298 3,121 2,260
5,598円 5,536円 5,712円 5,126円 4,544円 5,303円

太平洋南部 1,449 1,499 1,891 2,682 2,829 2,070
愛媛県 660 666 1,027 1,180 1,980 1,103

　輸　　入 6,150 6,232 5,964 5,670 2,396 5,282
ア
カ
シ
ロ

　
　以
外

国　内　産　計 11,604 8,866 7,423 7,554 7,955 8,680
2,741円 3,070円 3,324円 3,114円 2,929円 3,036円

東 シ ナ 海 10,148 7,461 6,766 5,832 6,408 7,323
大阪市中央卸売市場年報（本場）より作成

アマダイの松笠揚げ
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